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Ⅰ 研究の概要 

 １ 研究主題  

コミュニケーション能力を育てる英語科学習指導の在り方 

～小・中・高の接続を踏まえた指導過程やタスク（課題）活動の工夫を通して～ 

 

 ２ 主題設定の理由 

    21 世紀を迎え、世界の経済・社会は急速に国際化・グローバル化している。それに伴い、異 

    なる文化の人々との共存や国際協力の必要性が増大してきている。そのため、国際共通語であ 

    る英語の重要性が日本でも今まで以上に高まってきている。 

   このような中、平成 20 年３月に新学習指導要領が告示され、外国語活動が小学校高学年で必 

  修となった。中学校外国語科の目標では、小学校段階での外国語活動を通じて、音声面を中心 

  としたコミュニケーションに対する積極的な態度等の一定の素地が育成されることを踏まえ、 

  「聞くこと」「話すこと」だけを重視せず、「読むこと」「書くこと」を含めた「４技能の総 

  合的な育成」を目指すことが重要視されている。さらに、高等学校の学習指導要領では、中学 

  校との円滑な接続を行うために、「コミュニケーション英語基礎」が新たに設けられている。 

  このように、今回の学習指導要領では、「小・中・高を通してコミュニケーション能力を育成 

  すること」を重視した内容となっており、中学校での指導においては、小学校、高等学校との 

  接続を踏まえた指導の充実が求められている。 

   また、今回の学習指導要領の改訂では、教育の情報化に関わる内容についても一層の充実が 

  図られ、中学校外国語科の「３ 指導計画の作成と内容の取扱い」においても「コンピュータ 

  や情報通信ネットワーク、教育機器などを有効活用」することが明記されている。 

   研究実践学校では、平成 22 年度から校区内の３つの小学校と連携した学力向上について研究 

  に取り組んでいる。しかし、校種間における共通実践ができておらず、小・中学校の連携が十 

  分だとは言い難い現状である。一方、生徒の学力の実態は、諸学力検査の結果分析から、領域 

  別では「話すこと」「書くこと」に課題がある。今までの自分自身の指導を振り返ってみると 

  以下のような点に課題がある。 

   ○ 指導内容や指導方法等において小・中・高の接続を十分に意識していなかった。 

   ○ 「話すこと」「書くこと」の力を高めるための言語活動が、単元や一単位時間の指導の 

    中に計画的に位置付けられていなかった。 

    ○ 言語活動が新しい知識の習得に偏りすぎ、既習事項が十分に定着しなかった。 

   ○ 自分の思いや考えを分かりやすく表現したり、コミュニケーションを長く持続させたり 

    するための手立てが十分でなく、単発的な言語活動になっていた。 

   そこで、これらの実態や課題を受けて、小・中・高の接続を踏まえた指導過程を工夫したり、 

  ICT 機器を用いた指導過程を工夫したりすれば、生徒の英語学習に対する興味・関心や意欲が 

    高まり、主体的にコミュニケーション活動が図られるものと考える。また、自分の思いや考え 

    を伝え合うタスク活動やコミュニケーションを持続させるための手立てを指導過程の中に位置 

    付ければ、生徒は、コミュニケーションを図ることの楽しさや大切さを体験的に学び、研究実 

    践学校の課題である「話すこと」「書くこと」におけるコミュニケーション能力の基礎を育む 

  ことができるのではないかと考え、本主題を設定した。 
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３ 研究の目的 

   小・中・高の接続を踏まえた指導過程やタスク活動の工夫が、生徒のコミュニケーション 

 能力を高めるのに有効であるかどうかを検証する。 

４ 研究の仮説 

 ① 小・中・高の接続を踏まえた指導内容や指導方法の工夫を行えば、生徒はコミュニケー 

  ションに対する関心・意欲・態度が高まり、言語活動に積極的に取り組むであろう。 

 ② タスク活動を取り入れた指導過程の工夫を行い、自分の思いや考えを伝え合う言語活動 

  を設定すれば、生徒はコミュニケーションを図ることの楽しさや大切さを体感し、コミュ 

  ニケーション能力における「話すこと」「書くこと」の能力が向上するだろう。 

 

５ 研究の構想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コミュニケーション能力の育成 

コミュニケーション能力を育てる英語科学習指導の在り方 
～小・中・高の接続を踏まえた指導過程やタスク（課題）活動の工夫を通して～ 

研究主題 

検証授業（７月、10 月） 実態調査（事前・事後） 研究内容 



【本研究におけるコミュニケーション能力】 

 ６ 研究経過 

月 研究内容 備考 

４ 文献研究、研究主題・副題の決定、理論研究、研究計画の立案、 

実態調査アンケート作成 

 

５ 文献研究、研究の目的・研究仮説・研究の全体構想の作成、 

理論研究、研究の概要決定、実態調査アンケート作成 

 

６ 実態調査アンケートの実施・分析、検証授業Ⅰの指導案作成  

７ 検証授業Ⅰの実施、検証授業Ⅰの検証、中間発表の準備 ７月 12 日実施 

８ 理論研究、検証授業Ⅱの準備、中間発表の準備、中間発表 ８月 25 日実施 

９ 検証授業Ⅱの指導案作成、検証授業Ⅱの教材作成  

10 検証授業Ⅱの実施、検証授業Ⅱの検証、研究のまとめ 10月 18 日実施 

11 研究のまとめ、研究状況説明会資料作成、研究状況説明会 11月 10 日実施 

12 研究のまとめ、研究報告書資料作成  

１ 研究のまとめ、研究報告書資料作成  

２ 研究報告書資料作成、研究発表の準備  

３ 研究発表の準備、研究発表  

 

Ⅱ 研究の実際  

 １ 研究についての基本的な考え方 

  (1) ｢コミュニケーション能力」について 

    新学習指導要領の外国語科の目標においては、｢外国語を通じて、言語や文化に対する理解 

   を深め、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度の育成を図り、『聞くこと』『話 

   すこと』『読むこと』『書くこと』等のコミュニケーション能力の基礎を養う」こととされ 

   ている。つまり、単に外国語の文法規則や語彙などについての知識を身に付けさせるだけで 

   なく、実際に英語を用いたコミュニケーションを目的として外国語を運用することができる 

   能力の基礎を養うこととしている。そこで、本研究では、研究実践学校の課題等も踏まえて 

   「話すこと」「書くこと」の領域におけるコミュニケーション能力を育成することとした。 

   そして、中学校第３学年の段階で育む「話すこと」「書くこと」におけるコミュニケーショ 

   ン能力を次のように設定した。 

    

① 「話すこと」におけるコミュニケーション能力 

 ○ 自分の言いたいことが伝わるように、既習事項や新出表現を用いて自分の思いや考 

 えを積極的に伝えることができる。 

 ○ YesやNoの最小限の応答だけでなく、相づちをうったり聞き返したりしながら、で 

  きるだけ対話を続けることができる。 

② 「書くこと」におけるコミュニケーション能力 

 ○ 自分の思いや考えが正しく伝わる表現なのかを考えたり、読み手の気持ちを意識 

  したりして、分かりやすくまとまりのある文章を書くことができる。 
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【資料① コミュニケーション能力の各学年の到達段階及び主な言語活動の系統】 

    また、コミュニケーション能力の各学年の到達段階や言語の使用場面、言語の働き、言語   

   活動の系統を資料①のように設定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     さらに、この資料①については、以下のような目的で活用していくこととした。 

   ○ 授業において教師の指導や生徒の学びの目標を明確化するため 

   ○ 指導過程や指導方法について考える時に目標を明確化することで、より効果的でスパイ 

    ラルな言語活動を設定するため 

   ○ 小・中・高の連携を図る研修会などで、接続を踏まえた指導内容や指導方法の在り方に 

    ついて考えるため 

 

  (2) 「小・中・高の接続を踏まえた」について 

    中学校学習指導要領解説外国語編では、「中学校における『聞くこと』『話すこと』と 

   いう音声面での指導については、小学校段階での外国語活動を通じて、音声面を中心とした 

   コミュニケーションに対する積極的な態度等の一定の素地が育成されることを踏まえ、指導 

   内容の改善を図る」と明記されている。また、高等学校学習指導要領改訂の基本方針では、 

   「高等学校において、中学校における学習が十分でない生徒に対応するため、身近な場面や 

   題材に関する内容を扱い、中学校で学習した事柄の定着を図り、高等学校における学習に円 

   滑に移行するために必要な改善を図る」と明記されており、新たに「コミュニケーション英 

   語基礎」が設けられた。このように新学習指導要領では、小・中・高を通じたコミュニケー 

   ション能力の育成が求められている。そのためには、小・中・高の接続を踏まえた指導内容 

   や指導方法の工夫・改善が必要であると考える。 
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【グラフ① 英語の授業は楽しいですか】 

【グラフ③  どんな時に英語を使いたいか】 

【グラフ② どんな時に英語の授業を楽しいと思うか】 
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  (3) ｢タスク活動｣について 

    タスク活動は、与えられた場面で目標文型や既習表現を最大限に用いながら、情報交換 

   を通して与えられた課題を解決する活動である。タスク活動を通して目指すコミュニケー 

   ション能力を身に付けた生徒の態度を、以下のように設定した。 

① 相手に自分の思いや考えを分かりやすい言葉に置き換えて伝えようとしている。 

② 相手からの質問に対して適切に答えようとしている。 

③ つなぎ言葉や相づち、聞き返し、ジェスチャー等を用いて積極的に会話を持続させ 

 ようとしている。 

④ アイコンタクトや表情を交えながら、相手を理解しようとしている。 

 

 ２ 英語学習に関する生徒の実態調査と研究の方向 

  (1) 調査目的 

    生徒の英語学習に関する実態を調査・把握し、コミュニケーション能力を育てる英語科の 

   学習指導過程の手立てを明らかにする。 

 

  (2) 調査の詳細 

   ア 調査対象 宮崎市立宮崎中学校 第３学年 生徒 153 名 

   イ 調査方法 質問紙による選択法及び記述法 

   ウ 調査期日 平成 23 年６月 24 日（金） 

 

  (3) 調査の結果と考察 

   ア 英語の授業への関心度について 

     グラフ①を見ると、「英語の授業は 

    楽しい」（「どちらかと言えば思う」 

    も含む）と答えた生徒は、67％であっ 

    た。グラフ②を見ると、「どんな時に 

    英語の授業を楽しいと思うか」という 

    質問では、「内容を理解できた時」や 

    「英語を聞き取れた時」が約半数を占 

    めた。また、グラフ③を見ると、「ど 

    んな時に英語を使いたいか」という質 

    問では、33％の生徒が「海外旅行や海 

    外留学した時」、32％の生徒が「日常 

    生活で外国の人に会った時」と答えて 

    おり、英語への興味・関心が高い傾向 

    にあることが分かる。その反面、グラ 

    フ①を見ると英語の授業を楽しいと思 

    っていない生徒が 33％(「どちらかと 

    言えばそう思わない」も含む）もいる。 

    グラフ④から、その主な理由としては 

    「英語を話したり書いたりする時に単 



【グラフ⑧ ジェスチャーの状況】 

【グラフ⑤ アイコンタクトの状況】 

【グラフ⑦ つなぎ言葉、相づち等の状況】 

【グラフ④ どんな時に授業を楽しいと思わないか】 

【グラフ⑥ 相手を理解しようとする意識】 
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    語や英文が分からない」や「英語を聞 

    いたり、読んだりする時に内容が理解 

    できない」と答えている。これらの原 

    因は、これまでの指導が語彙や基本文 

    の知識の習得や単純な反復練習に偏り 

    すぎていたために、習得した知識・技 

    能を活用する言語活動が不十分であっ 

    たからだと考える。 

 

   イ 授業について 

     グラフ⑤を見ると、「アイコンタク 

    ト」に関しては、十分でないにしても 

       ８割の生徒が行っている。また、グラ 

       フ⑥を見ると、「相手を理解しようと 

    する意識」も程度の差はあれ９割以上 

       の生徒が相手を意識して言語活動に取 

       り組んでいる。これらのことから、相 

       手の気持ちを考えてコミュニケーショ 

       ンを図ろうとする意欲については概ね 

       良好であると考える。しかし、グラフ 

    ⑦やグラフ⑧を見ると、つなぎ言葉や 

       相づち、ジェスチャーなどを交えなが 

    らコミュニケーションを持続させてい 

       こうとする技能面については、６割以 

       上の生徒ができていないと答えている。 

     これは、言語活動を行う際に、つな 

       ぎ言葉や相づち、ジェスチャーを意識 

    して使うことの指導が十分ではなかっ 

       たことに加え、言語活動がこれらの技 

       能を用いなくても行えるような内容に 

       なっていたことが原因であると考える。 

 

  ウ 調査のまとめ  

    以上のことから、小学校や高等学校の指導方法や指導内容、系統などを理解した上で、指 

      導過程の工夫を行うことが重要であると考える。また、つなぎ言葉や相づち等に加え、言葉 

   の言い換えを交えて自分の思いや考えを表現し、コミュニケーションが長く続くような指導 

   を行う必要もあると考える。さらに、より現実的な場面で新出表現や既習表現を用いて自分 

   の思いや考えを伝え合うタスク活動を設定し、生徒にコミュニケーションを図ることの楽し 

   さや大切さ、難しさを味わわせることも重要であると考える。 
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  (4) 事前調査の結果を踏まえた研究の基本的な考え方 

   ア 小・中・高の接続を踏まえた指導内容や指導方法の工夫を行う。              

   イ 自分の思いや考えを伝え合うタスク活動を取り入れた指導過程の工夫を行う。 

   ウ コミュニケーションを持続させるための手立ての工夫を行う。 

   エ 英語学習に対する興味・関心や意欲を高める教材・教具の工夫を行う。 

 

 ３ 小・中・高の接続を踏まえた指導内容や指導方法の工夫 

  (1) 小学校との接続を踏まえた教材の工夫 

     中学校の指導においては、小学校段階での外国語活動の素地を踏まえて、指導内容の改善 

   を図ることとされている。そこで、小学校との接続では、小学校で主な教材として用いられ 

   ている英語ノートの一部を用いて新出表現の導入の工夫を行ったり、ウォームアップとして 

   英語ノートを活用したクイズを行ったりすることとした。このように、英語ノートをスパイ 

   ラルに活用して小学校の学びを生かすことで、コミュニケーションへの関心・意欲・態度が 

   高まり、中学校の英語学習に対する安心感が生まれるものと考える。 

 

   (2) 高等学校との接続を意識した指導過程の工夫 

     高等学校学習指導要領外国語科の改訂の要点の一つとして、中学校における学習との円滑 

      な接続を図る科目として「コミュニケーション英語基礎」が新設されるとともに、言語の使 

   用場面の例や言語の働きの例についても、中学校との系統を一層重視した改善が図られてい 

   る。また、言語活動については、「中学校段階で学習した語、連語及び慣用表現並びに文法 

   事項」を中心に扱いながらも、この科目が高等学校外国語科の科目であることを踏まえて、 

   「言語活動を英語で行う必要がある」とされている。このことから、高等学校への接続を意 

   識して、スピーチやプレゼンテーション等の発展的な言語活動を指導過程の中に取り入れる 

   ことで、高等学校の英語科へスムーズに移行させるための指導方法の工夫・改善を図ってい 

   くことが必要であると考える。 

 

 ４ 自分の思いや考えを伝え合うタスク活動 

    これまでのコミュニケーション活動の在り方を振り返ってみると、基本文の定着練習に偏 

    りすぎていたため、生徒のコミュニケーションへの関心・意欲・態度を高めることができて 

    いなかった。そこで、コミュニケーション活動にタスク（課題）を設定することで、生徒は 

    お互いに自分の思いや考えを伝え合い、コミュニケーションを図ることの楽しさや大切さ、 

    難しさを味わうことができるものと考える。また、タスクの設定により活動のねらいが明確 

    になり、生徒はより積極的に活動に取り組むことができるものと考える。 

  (1) タスク活動が成立する条件及びタスクのタイプ 

    東京外国語大学の髙島英幸教授は、タスク活動が成立する条件として以下の６つの項目を 

   挙げており、本研究においても、基本的にこれらの条件を踏まえて行うこととした。 

                    【タスク活動が成立する条件】 

 ① 意味・伝達内容が中心であること。 

 ② 言語を用いて与えられた活動目標を達成することが第一義であること。 

 ③ 意味のやりとりがあること(聞き返し、質問等)。 

 ④ 二つ以上の文構造の比較があること。 



【資料② タスク活動を取り入れた単元全体の流れ】 
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【タスクの５つのタイプ】 

 ⑤ 話し手と聞き手に情報（量）の差があること。 

 ⑥ 活動や得られる情報が興味深いものであること。 

    さらに、髙島氏は、Pica, Kanagy and Falodun の論から、言語習得や学習に効果的なタスク 

   として、それぞれの特徴によって以下の５つのタイプに分類されたタスクを設定している。 

    

      タスク名 タスクの内容 

 

① 

ジグソータスク  学習者は二人以上で、それぞれの情報の一部を分けもち、もち合わせ

ていない他の情報を交換したり、補ったりして、お互いの情報を合わせ

て一つの全体を完成させるタスク 

② 
インフォメーション 

ギャップタスク 

 学習者の一方が目標達成に必要な情報をすべてもち、他の学習者はそ

の情報を聞き出すタスク 

③ 問題解決タスク  学習者がある問題を解決するために最善策を検討するタスク 

④ 
意志決定タスク  学習者が情報を交換したり交渉したりして、何らかの結論を導こうと

するタスク 

⑤ 
意見交換タスク  学習者がある程度必要な情報をもち、ある話題について未知の情報を

交換したり、お互いの意見を交換したりするタスク 

 

  (2) タスク活動を指導過程に位置付けるための視点 

    タスク活動を、以下の視点で指導過程に位置付け、研究を進めることとした。 

① 各学年のコミュニケーション能力の到達段階（資料①）を目指すものであること。 

② 自分の思いや考えの伝達や意味のやりとり（聞き返し、質問等）が中心であること。 

③ 教科書の題材内容と関連があること。 

④ 目標とする文構造を自然に用いる場面設定であること。 

 

  (3) タスク活動を位置付けた単元の流れ 

        タスク活動を指導過程に位 

   置付けるに当たって、生徒が 

   無理なくタスク活動を行うこ 

   とができるように、従来行っ 

   てきた単元全体の基本的な流 

   れを資料②ように四つの段階 

   に分けた。タスク活動を単元 

   の目標として、ふかめる段階 

   に位置付けることで、それぞ 

   れの段階で身に付けさせなけ 

   ればならい力を明確にして指 

   導を行うことができるように 

   なると考える。 

 

 



【資料④ タスク活動シート（生徒Ｂ用）】 

【資料⑤ 自己評価表（振りかえりシート）】 

(4) タスク活動シートの作成及び活用 

  タスク活動の活発化を図るために、資料③の 

 ように、生徒Ａ用と生徒Ｂ用の２種類のタスク 

 活動シートを作成し、話し手と聞き手の情報や（ 

 情報量に差があるような活動を設定した。 

  ア タスク活動シート（生徒Ａ用） 

      生徒Ａ用のタスク活動シート（資料③）で 

  は発話しやすいように、日本語で自分の考え 

  をまとめる欄を設けた。日本語で書かせるこ 

  とによって、生徒は既習事項や新出表現を用 

  いて、自分の思いや考えをわかりやすく伝え 

  ようとすると考える。また、話の流れに沿っ 

  て筋道を立てて相手に分かりやすく話すため 

  の論構成の工夫も行った。 

 

 イ タスク活動シート（生徒Ｂ用）     

   生徒Ｂのタスク活動シート（資料④）では 

  生徒Ａの紹介した内容について話の流れに沿 

  ってメモをとる欄や質問を考える欄を設けた。 

  そのことにより、生徒Ｂは生徒Ａの発信した 

  内容を考えながら聞き取ることができるとと 

  もに、自分の考えと比較して相手の話を聞く 

  ことができるような工夫を行った。 

 

 

(5) 自己評価表（振りかえりシート） 

  自己評価表（資料⑤）は、タスクが成立す 

 る条件の６項目や生徒の実態調査を基に、次 

 の５項目について自己評価できるようにした。 

      【自己評価表の評価項目】 

項目１ 友達に正確に紹介することができ 

   た。       （発話の正確性） 

項目２ 友達の顔や目を見ながら、笑顔で 

   紹介することができた。（相手意識） 

項目３ わかりやすく紹介できた。 

            （言葉の言い換え） 

項目４ 友達に今までに習った英語を使っ 

   て紹介できた。  （既習事項の使用） 

項目５ 楽しく活動できた。  （楽しさ） 
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【資料③ タスク活動シート（生徒Ａ用）】 



５ コミュニケーションを持続させるための手立ての工夫 

  中学校学習指導要領解説外国語編の言語活動の内容に明記されているようにコミュニケーショ 

 ンを持続させるためには、つなぎ言葉や相づち、言葉の言い換えなどに加えて、非言語である表  

 情やジェスチャー等をコミュニケーションに交えることも重要であると考える。生徒の言語活動 

 の様子を振り返ると、生徒は相手を意識して表情やジェスチャーを交えることやつなぎ言葉や相 

 づちなどを用いてコミュニケーションを持続させていくことが十分ではなかったと考える。また、 

 難しい言葉を易しい言葉に言い換えることができず、言語活動がスムーズに進まない場面が多く 

 見られた。そこで、検証授業Ⅰでは、つなぎ言葉、相づち、表情、ジェスチャーなどを、検証授 

 業Ⅱでは、言葉の言い換えを中心とした技能を用いて、コミュニケーションを持続させるための 

 手立ての工夫を行っていくこととした。 

 

６ 英語学習に対する興味・関心や意欲を高める教材・教具の工夫 

 (1) コンピュータの活用 

   コンピュータを活用することにより、画像や動画等を用いて生徒の授業への興味・関心や意 

    欲を高めることができると考える。また、プレゼンテーションソフトを用いて生徒に活動の見 

  通しを視覚的にもたせたり、指示や説明の時間の効率化を図ったりすることにより、活動の十 

  分な時間を確保したり、コミュニケーションの質を高めたりすることができると考える。 

 

 (2) ビデオを活用した振り返り活動の工夫 

      タスク活動の様子をビデオに撮影し、それを活動後、すぐに視聴させることによって、生徒 

    は自分たちの活動状況を客観的に振り返ることができる。そうすることにより、コミュニケー 

  ションの質（態度及び発話内容）を意識させることができるとともに、その後の英語学習への 

  意識付けになるものと考える。 

 

７ 検証授業の実際 

 (1) 検証授業Ⅰ 

    ア 検証授業Ⅰの実際 

      (ｱ) 単元名：Program３  Don't Ask Me That Question!(Sunshine English Course３) 

      (ｲ) 実施日/実施学級：平成 23 年７月 12 日（火）/宮崎市立宮崎中学校 ３年５組（20 名） 

     (ｳ) 本時の目標 

     ○ 英語を用いて積極的にコミュニケーションを図ろうとしている。 

     ○ 自分の言葉で自信をもって｢我が家の文化｣を友達に紹介することができる。 

   (ｴ) 学習指導過程（＊ 文字がゴシック体の部分は研究内容） 

時

間 

段

階 
学習内容及び学習活動 教師の支援 研究内容 

２ 

分 

導 

入 

 

１ 英語であいさつをする。 

２ 英語ノートを用いた「習慣」についてのクイズを 

 行う。 

 

○ 本時のめあてに関する 

 クイズを設定し、円滑に 

 めあてをつかませる。 

 

○ 小・中学校の接続 

  （教材） 
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10 

分 

つ 

か 

む 

３ 本時のめあてを把握する。 

 

４ 本時の活動の流れを理解する。 

 ○ 活動の説明を聞く。 

 ○ 教師のデモンストレーションを聞く。 

 

 ○ つなぎ言葉、相づち、聞き返し、言葉の言い換 

  えの練習を行う。 

 

 

○ 活動の見通しがもてる 

 ように、プレゼンテーシ 

 ョンソフトで分かりやす 

 く説明する。 

○ どういう時に使われる 

 表現なのかを理解させて 

 から練習させる。 

 

 

○ 教材・教具の工夫 

 

 

 

○ コミュニケーション 

 を持続させるための手 

 立て 

5 

分 

ひ 

ろ 

げ 

る 

５ タスク活動の 1 回目を行う。 

  ○ 生徒Ａは、「我が家の文化」について紹介する。 

 ○ 生徒Ｂは、生徒Ａの紹介に対して聞き返したり 

  質問したりする。 

○ 自己評価の項目につい 

 ては事前に生徒に提示し 

 活動のポイントを意識さ 

 せる。 

○ タスク活動 

15 

分 

ま 

と 

め 

る 

６ １回目のタスク活動の様子をビデオ視聴する。 

 

 

７ よかった点や改善点についてペアで話し合う。 

○ ビデオで活動の様子を 

 を振りかえる視点につい 

 て説明する。 

○ 教材・教具の工夫 

10 

分 

ふ 

か 

め 

る 

８ ２回目のタスク活動を行う。 

   （生徒Ｂ・・・紹介、生徒Ａ・・・質問） 

９ ２回目のタスク活動の様子をビデオ視聴する。 

10 よかった点や改善点についてペアで話し合う。 

○ １回目のよかった点や 

 改善点を参考にすること 

 を伝えておく。 

 

○ タスク活動 

 

○ 教材・教具の工夫 

 

8 

分 

終

末 

11 自己・相互評価をする。 

12 次時の学習内容を確認する。 

13 英語であいさつする。 

  

 

イ 授業の考察 

 (ｱ) 小・中学校の接続を踏まえた指導内容や指導方法の工夫 

     導入の段階で、小学校の外国語活動で用いられている英語ノートを用いて、外国の習慣や文 

  化の違いについて導入を行った。本時のめあてと関連のある内容について英語ノートで導入を 

  図ることにより、スムースに本時のめあてを把握させることができた。 

 

 (ｲ) 自分の思いや考えを伝え合うタスク活動 

   検証授業Ⅰでは、「友達に我が家の文化を紹介しよう」というタスク活動を設定した。生徒 

  はペアでタスク活動シートＡ、Ｂに分かれて活動を行った。「我が家の文化」についての原稿 

  は事前に日本語で準備させた。これは、実際のコミュニケーションの場面を想定し、即興で英 

  語を使用させることをねらいとするためである。実際のタスク活動の様子を見ると、資料⑥の 

  ように、生徒は自分の知っている表現やジェスチャー等を用いて、自分の考えを何とかして伝 

  えようとしたり、相手に聞き返したりして相手の思いや考えを理解しようとする姿が見られた。 

 

 

友達に我が家の文化を紹介しよう。 

 

。 
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【資料⑥ タスク活動における生徒の発話内容の書き起こし】・・・一部抜粋 

 

【資料⑦ 振り返りシート（自己評価表）によるタスク活動の生徒評価】 

        

Ａ: 生徒Ａ（紹介） Ｂ: 生徒Ｂ（質問） 

Ａ: First, my father gets up early in the morning. 

Ａ: 6 o'clock.                                      

Ａ: I'm get up six thirty o'clock. 

Ａ: Second, my family like dance.  

Ａ: Pardon?                     

Ａ: My family like dance. 

Ａ: How do you like dance? 

Ａ: I like hip-hop. 

Ａ: Third, we go to the bed in the same room. 

Ａ: Five. 

Ａ: Bed or floor?   Futon? 

Ａ: Floor. 

Ａ: Fourth, We are watch TV together. We are together   

  watch TV. 

Ａ: When do you watch TV ? Free time. 

＊ 文法の誤りも、そのまま掲載 

Ｂ: What time? 

Ｂ: You? 

Ｂ: Oh, I see. 

Ｂ: Pardon?  

Ｂ: Pardon? 

Ｂ: How do you like? 

Ｂ: What dance? 

Ｂ: Next, please. 

Ｂ: How many families? 

Ｂ: Five. Bed or in floor?  

Ｂ: Bed or floor. 

Ｂ: Next. 

 

Ｂ: When do you watch TV? 

Ｂ: How do you like watch TV? 

＊ 以下省略 

   また、今回の授業の振り返りシートを見ると、活動の評価は資料⑦のような状況であった。 

  すべての生徒が楽しく活動できたと答えている。しかし、相手に自分の考えを正確に分かりや 

  すく説明することが課題であると考える。 

   

 評価項目 平均点 

 

生

徒 

Ａ 

 

 ｢我が家の文化｣を正確に紹介できた。 ２．１ 

 顔や目を見ながら、笑顔で紹介できた。 ２．８ 

 分かりやすく紹介できた。 ２．２ 

 今までに習った英語を使って、紹介できた。 ２．５ 

 楽しく活動できた。 ３．０ 

 

生

徒 

Ｂ 

 ｢我が家の文化｣を正確に聞き取れた。 ２．５ 

 顔や目を見ながら、笑顔で紹介を聞けた。 ２．９ 

 紹介のわからなかったことを聞き返したり、質問したりできた。 ２．３ 

 今までに習った英語を使って、質問できた。 ２．３ 

 楽しく活動できた。 ３．０ 

  （○：３点～とてもよくできた  △：２点～できた  ×：１点～あまりできなかった） 

   さらに、生徒は「今日の授業を通して、どういうことを学びましたか」という質問に次のよ 

  うに答えている。 

  ＊ 下線部は、｢生徒の気付き｣ 

〈コミュニケーションを図ることの楽しさ〉 

 ○ 難しかったけど、自分の言いたいことを伝えるのは楽しかったし、単語を言えばある 

  程度伝わるということが分かった。 
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【資料⑨ プレゼンテーションのスライドの一部】 

【資料⑧ コミュニケーションスキルアップシート】 

 ○ 自分のことを伝えることの大変さと伝わった時のうれしさを感じることができた。

〈言葉の言い換えの大切さ〉 

 ○ お互いに分かりやすく伝えることが大切であると分かった。 

〈表情やジェスチャーの大切さ〉 

 ○ コミュニケーションを図るのは難しいと思ったが、ジェスチャーや表情がとても大事 

  だと分かった。         

   これらの感想から、生徒は英語でコミュニケーションを図ることの楽しさや大切さ、難しさ 

  を感じることができたと考える。また、表情やジェスチャーを交えた相手意識の大切さ、発話 

  の正確さや分かりやすさの重要性についても理解できたと考える。 

 

 (ｳ) コミュニケーションを持続させるための手立ての工夫 

      コミュニケーションを持続させるための工夫と 

  して、よく日常生活で用いられる相づちや聞き返 

  し、つなぎ言葉等を一覧にしてまとめたコミュニ 

  ケーションスキルアップシート（資料⑧）を作成 

  し、生徒に配付した。検証授業Ⅱでは、このシー 

  トにある表現の口頭練習を行った後、実際に、こ 

  れらの表現を用いたタスク活動を行った。生徒は 

  実際に“Excuse me?”や“Pardon?”等を用いてコ 

  ミュニケーションを持続させていこうとする姿が 

  見られた。また、言葉の言い換えについても、知 

  らない言葉は既習の表現を用いて何とか自分の考 

  えを伝えようとする姿が見られた。 

 

 

 (ｴ) 英語学習に対する興味・関心や意欲を高める教材・教具の工夫 

   タスク活動の見通しをもたせるために、プレゼ 

  ンテーションソフトを用いてタスク活動の説明を 

  行った。資料⑨はそのスライドの一部であるが、 

  生徒の感想を見ると、「活動の手順がいつもより 

  分かりやすかった」と多くの生徒が答えている。 

  また、生徒はタスク活動の様子を撮影したビデオ 

  を振り返って見ることに関して、「ビデオで活動 

  の様子を振り返ることによって、参考にすべき点 

  や改善すべき点がよく分かった」と答えている。 

  これらのことから、教材・教具の工夫が生徒のコ 

  ミュニケーションへの関心・意欲・態度を高める 

  ばかりでなく、コミュニケーションの質の向上に 

  もつながったと考える。 

 

 

2-13 



(2) 検証授業Ⅱ 

 ア 検証授業Ⅱの実際 

  (ｱ) 単元名：Program５ Working as a Volunteer(Sunshine English Course３)           

  (ｲ) 実施日/ 実施学級：平成 23 年 10 月 18 日（火）/宮崎市立宮崎中学校 ３年５組（20 名） 

  (ｳ) 本時の目標 

       ○ 積極的にタスク活動に取り組み、主体的にコミュニケーションを図ろうとする。 

       ○ やってみたいボランティア活動について紹介したり、質問したりできる。 

   (ｴ) 学習指導過程（＊ 文字がゴシック体の部分は研究内容） 

時

間 

段

階 
学習内容及び学習活動

 
教師の支援

 
研究内容 

４ 

分 

導 

入 

１ 英語であいさつをする。 

２ 英語ノート１の表紙を見て、ボランティア活動につ 

 いて考える。 

３ 英語ノート２を使ってボランティア活動クイズを 

 行う。（英語ノート２ P39参照） 

 

○ 英語ノートを提示し、質

 問を行いながらスムーズに

 本時のめあてにつなげる。 

 

○ 小・中学校の接続 

  （教材） 

○ 小・中学校の接続 

  （活動） 

13 

分 

つ 

か 

む 

 

４ 本時のめあてを把握する。 

５ 本時の活動の流れを理解する。 

 ① 活動の説明と教師のデモンストレーションを聞 

  く。 

  ② ボランティア活動の種類の説明を聞く。 

 ③ 言い換え表現に慣れる。 

 

 

○ 言葉の言い換えの仕方に

 ついて説明した後、実際に 

 献血の言い換えについて考 

 えさせる。 

 

 

○ 教材・教具の工夫 

 

○ コミュニケーションを 

 持続させるための手立て 

5 

分 

 

ひ 

ろ 

げ 

る 

６ タスク活動の１回目を行う。 

 ○ ペアを作り、生徒Ａはボランティア活動について 

  紹介し、生徒Ｂは聞き返したり、質問したりする。 

○ 自己評価の項目について 

 事前に生徒に提示し、活動  

 のポイントを意識させる。 

○ タスク活動 

7

 

分

 

 

ま
 

と
 

め
 

る
 

７ タスク活動の様子をビデオで振り返り、よかった点

 や改善点についてペアで話し合う。 

 ○ 笑顔 ○ 分かりやすさ ○ ジェスチャー 

 ○ 相づち ○ 聞き返し ○ つなぎ言葉 

 ○ 教材・教具の工夫 

18 

分 

ふ 

か 

め 

る 

８ タスク活動の２回目を行う。 

 ○ ２回目は４人グループで、それぞれボランティア 

    活動について英語で紹介する。 

 ○ 各グループでやってみたいボランティア活動を 

  決定し、スローガンを作成して英語でプレゼンテー 

  ションを行う。 

 

○ グループごとに司会者を 

 決めさせ、司会者にマニュ 

 アルシートを基にグループ 

 で話合いをさせる。 

 

○ タスク活動 

 

○ 中・高等学校の接続 

  （活動） 

3 

分 

終 

末 

９ 自己評価を行う。 

10 次時の学習内容を確認する。 

11 英語であいさつをする。 
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【資料⑪ プレゼンテーションの様子】 

【資料⑩ ボランティア活動クイズの様子】 

【資料⑫ ボランティア活動のスローガン】 

イ 授業の考察 

 (ｱ) 小・中・高の接続を踏まえた指導内容や指導方法の工夫 

   小学校での外国語活動との接続を図るた 

  めに、英語ノートの活用を図った。本時で 

  は、英語ノートの表紙を用いた導入の工夫 

  を行った。生徒に英語ノート１の表紙にあ 

  るボランティア活動を行う子どもたちの挿 

  絵を見せながらいくつかの質問を行うこと 

  で、本単元の題材であるボランティア活動 

  と関連付けた導入をスムースに行うことが 

  できた。また、ウォームアップの段階では 

  英語ノートを用いたボランティア活動に関 

  するクイズ（資料⑩）を行い、生徒のボラ 

  ンティア活動に関する興味・関心を高める 

  ことができた。さらに、高等学校との接続 

  を図る手立てとして、２回目のタスク活動 

  後に、グループでやってみたいボランティ 

  ア活動とそのスローガンを考え、理由を添 

  えて紹介するプレゼンテーションを英語で 

  行った。資料⑪は、そのプレゼンテーショ 

  ンの様子である。生徒は、英語のプレゼン 

  テーションは初めてであったが、グループ 

  で協力してスローガンとその理由をまとめ 

  ることができた。資料⑫は生徒がスローガ 

  ンを記述したカードである。どの班のスロ 

  ーガンも既習の表現や言葉の言い換えを用 

  いて、自分たちの考えを伝えようとよく工 

  夫して作成されていた。 

 

 (ｲ) 自分の思いや考えを伝え合うタスク活動の導入 

   検証授業Ⅱでは、「やってみたいボランティア活動について発表しよう」というタスク活動 

   を設定した。１回目のタスク活動は、ペアでタスク活動シートＡ（紹介）、 タスク活動シート 

    Ｂ（質問）に分かれて、それぞれ両方の役割を行った。検証授業Ⅰで行った時に比べて、生徒 

  は活動にも慣れており、短時間でスムーズに行うことができた。資料⑬は、タスク活動におけ 

  る生徒の発話内容を書き起こしたものである。その発話内容を見ると、つなぎ言葉や相づち、 

  聞き返しばかりでなく、言葉の言い換えを使って、自分の考えを伝えようとしていることが分 

  かった。また、発話の質や量についても検証授業Ⅰに比べて、向上が見られた。詳しい比較分 

  析については、後述する。 
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【資料⑬ タスク活動における生徒の発話内容の書き起こし】・・・一部抜粋   

Ａ: 生徒Ａ（紹介） Ｂ : 生徒Ｂ（質問） 

Ａ: I would like to tell you about my favorite volunteer activity. 

   I would like to volunteer giving blood because when I don't  

  have time. First time. 

Ａ: Another. Well, let me see…. I brought give, give, give. 

Ａ: Only volunteer very very OK. 

 

 

Ａ: Pardon? 

Ａ: Of course. OK. 

Ａ: OK! Thank you for everything. 

＊ 文法の誤りも、そのまま掲載 

Ｂ: OK. First time! 

 

 

Ｂ: Try again. 

Ｂ: OK? I have a question. 

   Why do you give another   

   people your blood? 

Ｂ: Is giving blood OK? 

Ｂ: Sure? 

Ｂ: You're welcome. 

   次に、今回の授業の振り返りシートを見ると、活動の評価は資料⑭のような状況であった。 

  ほとんどの生徒が「自ら進んでペアやグループの人とコミュニケーションを図れた」と回答し 

  ている。これは、つなぎ言葉や相づち、聞き返しの表現を積極的に用いることによって、コミ 

  ュニケーションを持続することができたためであると考える。 

      【資料⑭ 振り返りシート（自己評価表）によるタスク活動の生徒評価】 

評価項目 平均点 

 積極的に活動に参加できた。 ２．８ 

 自ら進んでペアやグループでコミュニケーションを図れた。 ２．７ 

 ボランティア活動について正確に紹介することができた。 ２．７ 

 ボランティア活動についての紹介を聞いて、友達に質問できた。 ２．５ 

 相づちやつなぎ言葉、聞き返しの表現を使うことができた。 ２．５ 

 難しい言葉は「言葉の言い換え」を意識して、分かりやすく紹介できた。 ２．６ 

 （○：３点～とてもよくできた  △：２点～できた  ×：１点～あまりできなかった） 

   さらに、生徒は「今日の授業を通して、どういうことを学びましたか」という質問に次のよ 

  うに答えている。 

 ＊ 下線部は｢生徒の気付き｣ 

〈言葉の言い換えを用いて相手に分かりやすく伝えること大切さ〉 

  ○ 自分の考えを相手に伝えるには、言い換えができるかできないかで大きく変わってく 

   るということが分かった。 

〈コミュニケーションを持続させることの大切さ〉 

  ○ 英語で会話をする時は、日本語で話す時よりもあいづちや聞き返したりしながら聞く 

   ことが大切だと思った。 

〈ボランティア活動に対する考え方〉 

   ○ ボランティア活動に今後どのように関わっていけばよいのかを考えることができた。 

〈コミュニケーションを図ることの楽しさ〉 

  ○ グループの中でコミュニケーションを図っていくことの大切さや面白さが分かった。 
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【資料⑮ 言葉の言い換えのスライド】 

2-17 

【資料⑯ プレゼンテーションのスライドの一部】 

  これらの感想から生徒は、つなぎ言葉や相づち、言葉の言い換え等を用いてコミュニケーショ 

 ンを持続させることの重要性や、ペアやグループ活動を通してコミュニケーションを図ることの 

 楽しさや大切さ、難しさについて体感することができたと考える。 

 

(ｳ) コミュニケーションを持続させるための手立ての工夫 

    検証授業Ⅰの「資料⑦振り返りシー 

 ト（自己評価表）によるタスク活動の 

 生徒評価」を見ると、発話の正確性や 

 分かりやすさにおいて課題が見られた。 

 つまり、コミュニケーションを持続さ 

 せようとしても、表現したい文や単語 

 が思い浮かばないということが分かっ 

 た。そこで、検証授業Ⅱでは、コミュ 

 ニケーションを持続させるための工夫 

 として、「言葉の言い換え」を中心に 

 した指導過程の工夫を行った。資料⑮ 

 は、その時に提示したスライドの一部 

 である。言葉の言い換えは、「①難し 

 い日本語→易しい日本語 ②英語に直 

 す」という手順で行った。生徒のタス 

 ク活動の様子を見ると、言い換えを用いて自分の思いや考えを何とかして伝えようとする姿が見 

  られ、言葉に向き合う姿勢が高まったと考える。 

 

(ｴ) 英語学習に対する興味・関心や意欲を高める教材・教具の工夫 

  検証授業Ⅰと同様、タスク活動の見 

 通しをもたせるために、プレゼンテー 

 ションソフトを用いてタスク活動の説 

 明を行ったり、ビデオを用いて自分た 

 ちの活動を振り返ったりした。資料⑯ 

 はプレゼンテーションソフトのスライ 

 ドの一部であるが、アンケートの感想 

 から、「活動の説明がとても分かりや 

 すかった」「自分たちの会話している 

 様子を見て振り返ることができ、大変 

 参考になった」「見やすいし、自分た 

 ちの活動している様子が分かるので、 

 反省しやすかった」と回答しており、 

 生徒のコミュニケーションへの関心・ 

 意欲・態度を高めるばかりでなくコミ 

 ュニケーションの質の向上にもつなが 

 ったと考える。 



【資料⑰ 今日の授業は楽しかったですか】 

８ 研究の仮説の検証及び考察 

 (1) 仮説①の検証 

  ア 仮説① 

 小・中・高の接続を踏まえた指導内容や指導方法の工夫を行えば、生徒はコミュニケー

ョンに対する関心・意欲・態度が高まり、言語活動に積極的に取り組むであろう。 

 

   イ 仮説①の検証結果 

      ７月と 10 月に行った検証授業の後 

   に授業を実施した 20名の生徒を対象 

   にアンケートを行った。資料⑰を見 

   ると、今回のような授業を通して、 

   コミュニケーションへの関心・意欲・ 

   態度が高まったと考える。その理由 

   について、生徒は以下のように答え 

   ている。 

○ みんなでコミュニケーションをとることができた。 

○ 今日の授業では生徒同士で話し合いをすることができた。 

○ ペアやグループの人と英語のみで意見の交換ができた。 

○ 今まで習った英語だけで話が通じて楽しかった。 

○ 英語で自分のしたいことを話すことは、とても楽しかった。 

○ 英語を好きになることが大切で、好きになれば話せるようになると思った。 

     ７月に行った検証授業Ⅰでは、10%（２名）の生徒が楽しくなかったと答えている。その 

   理由としては、タスク活動が初めての体験であったために、やり方に戸惑ったと答えていた。 

 

 (2) 仮説②の検証 

  ア 仮説② 

○ タスク活動を取り入れた指導過程の工夫を行い、自分の思いや考えを伝え合う言語活動 

  を設定すれば、生徒はコミュニケーションを図ることの楽しさや大切さを体感し、コミュ 

  ニケーション能力における「話すこと」「書くこと」の能力が向上するだろう。 

 

  イ 仮説②の検証結果 

    タスク活動の様子をビデオ撮影し、それを書き起こした英文（資料⑥と資料⑬）の比較を 

      行った。資料⑱を見ると、検証授業Ⅰに比べて、検証授業Ⅱで生徒が一回の発話で用いた語 

      彙数が増えている。また、対話の中で、相手の発話に対して聞き取れなかったり、理解でき 

      なかったりするときに用いられる聞き返しの表現である“Pardon?”が検証授業Ⅰでは目立っ 

      た。しかし、検証授業Ⅱでは、短い対話の時間ではあるが、この表現が一度しか用いられて 

      いない。逆に、“OK, first time.”や“Try again.”を使って相手の発話を促している。また、 

      “I have a question.”を用いて質問し、円滑にコミュニケーションが図れていることが分かる。 
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【資料⑱ 検証授業Ⅰと検証授業Ⅱのタスク活動における生徒の発話分析】  

比較項目 検証授業Ⅰ 検証授業Ⅱ 考察 

英文の量 (生徒Ａ) 

＊ 一文の最大使 

 用語彙数 

10語 15語 

○ 検証授業Ⅰの方が全体的に 

 単語のみや短文での発話が多 

 い。 

英文の質 (生徒Ｂ) 

＊ 表現した英文 

 に用いられたつ 

 なぎ言葉や既習 

 の表現 

○ Pardon? 

○ Next,… 

○ For example, 

○ I would like to~. 

○ Because ~. 

○ OK. First time! 

○ Try again. 

○ I have a question. 

 

○ 検証授業Ⅰでは、単語のみ 

 の応答や“Pardon?”を用いた 

 聞き返しが多く、対話があま 

 りスムースに進んでいない。 

○ 検証授業Ⅱのタスク活動で 

 は、検証授業Ⅰに比べて伝え 

 る内容は尐ないが、様々な表 

 現を用いて言葉でしっかり伝 

 えようとしている。 

 検証授業Ⅱの後に実施した授業アンケートでは、「ペアやグループで英語のみで対話ができて楽

しかった」や「グループの中でコミュニケーションを図っていくことの大切さや面白さ、難しさを

学ぶことができた」という感想が書かれていた。これらのことから、生徒は、本研究の仮説である

コミュニケーションを図ることの楽しさや大切さを学ぶとともに、「話すこと」におけるコミュニ

ケーション能力を高めることができたと考える。 

 

Ⅲ 研究の成果と今後の課題 

 １ 成果 

  ○ 小・中・高の接続を踏まえた指導内容や指導方法を工夫することにより、生徒のコミュニ 

   ケーションへの関心・意欲・態度が高まり積極的に言語活動に取り組めるようになった。 

  ○ つなぎ言葉や相づち、聞き返し、言葉の言い換えなどを用いることによってコミュニケー 

   ションを持続させることができるようになった。 

  ○ タスク活動を取り入れた指導過程の工夫を行い、自分の思いや考えを伝え合う言語活動を 

   設定したことにより、生徒の「話すこと」におけるコミュニケーション能力を高めることが 

   できた。 

  ○ ICT 機器などの教材教具を活用することにより、生徒は自分の言語活動の様子を客観的に 

   振り返ることができ、コミュニケーションにおける発話内容や態度面において質の向上につ 

   ながった。 

 

 ２ 課題 

  ○ 本研究では「話すこと」「書くこと」の領域におけるコミュニケーション能力の育成につ 

   いて、研究を進めたいと考えた。しかし、「書くこと」のコミュニケーション能力において、  

   「読み手の気持ちを意識して、分かりやすくまとまりのある文章を書くこと」について十分 

   に研究を進めることができなかった。次年度は、「書くこと」におけるコミュニケーション 

   能力の育成を継続して研究していく必要がある。 
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  ○ 本研究では、小・中・高の接続を踏まえた指導内容や指導方法の工夫を行ったが、今後は 

   指導体制など接続の在り方について究明していく必要がある。 
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